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:になるである
研究ノート

ケール性,DD行列と競争均衡解の一意性

1

一アローニハーン『一般競争分析』研究（1）
限の存在が陽

らかにした5

のような類

ということは

I益を上剛，

最近特に蝿

上げること力：
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現在の均衡理論では，生産の分野では活動分析に見られるように等量線は必ずしも原点

に対して狭義の凸性を持っていない。また消費の理論では選好に狭義の凸性を主張しうる

理論的根拠も存在しない。その結果，需要と供給は関数ではなく対応の形を取っている。

しかも，関数の形を取る場合に限定したとしても需要量と供給量とが等しくなる均衡価格

の一意性は自動的に全く保証し得ないのである。しかし，現実での取引は一意の価格にお

いて成立している。この価格が均衡価格集合の中から偶然に選ばれたものとするには余り

にも安定した価格で取引が行われている。したがって意味ある均衡が成立する為には解の

存在条件と安定条件のみならず一意性をも満足していなければならない。以下において超

過供給関数を中心として， どのような条件を満たせば解が一意となるかを見て行く事とす

eoIyoflnt.

,nalTrade," |

る。

l-WageEm.

1． 経済モデル

Djs加敢伽 ：

aMimimu.
0

0 各経済主体は互いに独立して決定をなし，互いに交換を行う。財は物的特性，空間にお

ける位置，および受渡しの日付によって区別され，その種類が〃あるものとする。経済主

体は大別して2種類あり，需要の意思決定は家計が，また供給の意思決定は企業が行うも

のとする。家計〃の選択の結果を示す消費ベクトルエルはその第j成分力腫が非負であ

る場合は需要を，負である場合は用役などの供給を行うのを示す。総需要（および用役

の総供給）は

罷
闘
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弾
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であらわす。生産主体は企業であり，〃次元生産ベクトルUを決定する。第f企業の生
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産ベクトルは坊で示し，その第j成分〃iが非負である場合は産出を，負である場合

は投入を示している。また

j'=="'' zI=要図’
となっている。諸財の価格を示す〃次元ベクトルを価格ベクトルと名づけ,pで示す。

玉〃之0を家計〃の初期保有量とする。壷＝逗壷〃で示せば
h

Sj="+兆一錦

は第j財の超過供給関数である。

：
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仮定 1

任意のpに対して，一意的な数si(p)が対応して決まり, Siを超過供給関数と呼ぶ。

Siを成分とするベクトルは8(p)で示めされ，超過供給ベクトルと呼ぶ。

一
恥
識
一

rl
乢

§

仮定2

全てのp>0, ">0に対して, 8(p)=8(")が成立する。

1，

集合s｡拳咋加>o}を"次元単位単体と言う｡もし陶=TL>0とおけばp
Z力f

を〃次元単位単体の要素と考えて議論を進めて行って何ら本質的な変更を加える必要はな

い。

ー

仮定3 （ワルラス法則）

全てのpES"に対してp8(p)=0が成立する。

、
〃
。

仮定4

8(p)は上に有界である。Ｉ

ウ

定義 1 （均衡）

8(p)が経済主体の選好行動から導かれたものである場合, 8(p*)三0であれば， 、S;,に

所属するp*を均衡価格と呼ぶ。
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仮定 5 （連続性）
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pj;ある場合

で示す二
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呼ぶ。

S;'に所属する全てのpに対してsi(p)はC2－関数である。

仮定 6 （Ⅳ）

経済体系の均衡では，第〃財に指定された財が力,z=0の場合

Zsj(p)=-oo
f

となる財をニューメレールと名付ける。

１
１
１

ばp

はな

この仮定はニューメレールの性質を規定したものである。ニューメレールに指定された

財はその価格がゼロとなり得ないのであって， もしゼロとなれば，その財あるいは他の財

の市場の何処かで均衡が破壊されてしまう。

Zsjは測定の単位の全く異なる財について合計するのであるから一見無意味な仮定のよ
i

うに思われる。すなわち，幾トンの鉄，幾万バーレルの石油，幾万台の自動車等々が一様

に合計されているのである。この事は財のうち少なくとも1つは超過供給がマイナス無限

大となり均衡が破壊される事を示している。したがって，単位に関係なく，何処かでマイ

ナス無限大の超過供給が生じているか否かげけ見ればよいのであるから測定の単位は全く

無視しうるのである。何故ならば，マイナス無限大にプラス無限大以外の何を加えようと

依然としてマイナス無限大だからである。したがってニューメレールになる財は価格がゼ

ロになり得ない財であると言い換えてもよい。

次に均衡解の一意性を見る為には超過供給関係の勾配を見ればよい。 1次元(部分均衡）

の場合については図1と図2を比較すればその意味は自明である。8は仮定5により微分
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可能であるから，第i財の超過供給関数Sjを第ノ財の価格で微分したものをSjjで示す

ものとする。そうすればpES;,の全域にわたって

s">O (1)

であれば，第j財の超過供給曲線の勾配は常に正であって，図1の場合が成立しpj軸と

1度しか交わらない。したがって(1)は部分均衡理論が成立する場合での解の一意性を保証

する条件である。しかし，部分均衡理論が成立する場合は，ほとんど考えられない。そう

すると，一般均衡理論の枠の中で， この問題を考察しなければならない。そのために，一

番有効な方法は超過供給関数のヤコビアンノ(p)であると想像がつくであろう。そこで

"=s〃で示すとすればﾉ(p)は次のようになる。
肋

ぱノ(p)は次のようになる。
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以下の分析で主役を演ずるのは， このヤコビアンである。

譲圭の符号を持竺

簔泰を愛すれば‘
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2． ケール性とP－行列
"Iw, U>0に訂

ぞ. 島らぬる圭廊ゲール性とは行列Aについて次の条件を満たす場合を言う。
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定義2

Aが正方行列であり,Tが同じ次数の対角行列であり，主対角要素が+1か－1となっ

ている。uが列ベクトルであるとすれば>TA乃至0, U之Oが成立するのは解〃=0の場

合に限る。

議定運2

罰1Aが写一

蕊

蝿ﾕ非ゼロベノ

椣>6であり，

"=T9=Iとズ

『を卦ﾅれ撞

補助定理 1

正方行列Aがゲール性を持っていれば，その全ての主座小行列はゲール性を持つ。
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､をs〃で宗 証明

Aを分割して

u"A= 21 A22

・4

粒し力脅，
DPの

，~意性鍵
うれ恥1-二；

- L ･

●

『のために,‐

ろう，そこ写

{:1であるから｡‘肌≦とし,A11がゲール性を持たないとしよう。そうすると、＝

適当に選んで西A,,Ziz7'三o, "'>⑧とする事が出来る。何故ならばA11がゲール性を持

たないと仮定したからである。
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またnA2,TII7'<oとなるような、を見つけるのは容易である。A2,TII7'それぞれの成

分で＋の符号を持つものに対しては－1を，また－を持つものに対しては＋1をその主対

角要素を配すればよいからである。ところがA,,の場合は両方から餌で挾んだので， こ

のような処置は出来なかった。したがって

別昨[至鰕:]≦’
であり, D>Oに対してTATU劃となり,Aがゲール性を持つ事と矛盾する。したがっ

て，あらゆる主座小行列はゲール性を持つ。

ロ

補助定理2

行列Aがゲール性を持っていれば,Aは正則行列である。

証明

皿が非ゼロベクトルであり, zD=A邸とおく。Tは対角行列であって〃ガキ0であれば，

＃"雌＞0であり,"i=0であればｵ滋妨≦0となっている。そうすればU=T巫之oとなる。

TT=T2=IとなるからT=T-'である。したがって皿=TDom=A"=ATD。左から

Tを掛ければ

で
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TID=TATD

ケール性はT"≦0となりうるのはり＝0即ち皿＝oの場合に限る事を要請している。

Aが正則でないとすればAzz=oであってzzキoとなる。したがってた〃i>0であれば

りf>0となり， 〃i寺0である。雌>0の場合はオ流>0であり, z"j>0となる。鮒<Oの場

合はオ〃く0となり， したがってzoi<0となる。すなわち〃寺0であってAzz=ATD=0

であればTATU=0とならざるを得ない。しかるに皿キoであればT”キ0となってA

のゲール性と矛盾する。したがってAは正則行列である。

ロ

補助定理3

Aがゲール性を満たしており， 邸寺oである場合, zD=Azzとおく。そうすると〃i>0

であり, z"i>0,"<Oであれば助<0となる。

証明

Tの対角要素ｵ〃を〃キ0の場合にはｵ""＞0となるようにオ〃＝±1を，また〃j=0の

ときには恥@Oj≦0となるようにとる。鮒>0の場合を考えれば，恥＝±1でありD=Tzz

とおけば, z)j>0である。仮定によってAはゲール性を満たしているから, TAn7三oが

成立するのは、＝oの場合に限る。したがって〃i>0を含むuに対してはTA乃三oが

成立しない。Tは対角行列で対角線上に＋1か－1が並んでいるから, TT=T2=Iとな

る。すなわちT=T-'である。したがって乃=TT"=Itz=邸。”=Azz=ATU･左から

両辺にTを掛ければ, TATD=T"となる。〃j=0となっているjに対してはな〃i≦O

となるように恥を決め，また〃六Oであるjに対してはオ""j>0となっている。した

がって, "i>0の場合にはりi>0であり オヵ>0であって， この場合Aのゲール性によっ

てた〃j≦0が成立しないから，恥"j>0となる。恥>0であるからz"f>0である。また

"i<0の場合には恥<Oとなるからオ"z"i>0であれば助<0となる。

0

定義 3

2行列とは全ての主座小行列式が正となる行列である。
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補助定理4

正方行列Aがゲール性を持つ時，かつそのときに限って行列はR行列である。

証明

帰納法を利用して証明する。〃＝1の場合はり之0でα,,"≦0が成立するのはり,＝0の場 ’74
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合であり，そのときα,,＞0であるのを定理は主張している。Aがゲール性を持たないと

仮定しよう。そうすると〃,＞0に対してα,,",≦0が成立する。〃,＞0であるから, c,,<O

となってAはP-行列ではない。ゆえにAがゲール性を持てばP-行列となる。さて次に

Azc=e(")

が成立するように皿を決める。e(")は第〃成分が1で他はゼロである単位ベクトルで

ある。e(")の第〃成分は正であり，補助定理3から皿の第〃番目の成分〃"は正とな

る。補助定理2からAは正則行列であるから〃ｵAキOとなり， クラーマーの公式が適

用出来るので，

‐
１
１dgfA",z

〃カー＝
〃ｵA"j>

となる。ただしA""はAから第〃行と第〃列を除いた行列である。帰納法の仮定によ

りA"認は2行列であるから〃ｵA"">0となっている。また〃,,>0であるから〃ｵA>0

とならねばならない。したがってAの全ての主座小行列式は正である。すなわちAほ

2行列である。

0

仮定 8

島に所属する全てのpに対してノ(p)はゲール性を持つ。

I
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次に第〃－1財と第〃財との相対価格が固定されている経済を考える。財の数は〃で

あるが，実際には〃－1財の経済と本質的に同じである。この〃経済の変数pは次のよ

うに変換される。ただしニューメレールの価格を力"＞0とする。ここで

鮠="f, si=si (j<"－1)

9"－，＝ｶｰ,＋力"＞0

･ slz-,=gs"-,+(1－α)s"ただしα=空型二』
9匁－1

とおく。8はSiを成分とする（"－1)次元ベクトルであり, 9はqjを成分とする（"－1)

次元ベクトルである。この8およびqは次の性質を持っている。

(a)pがS;,に所属していれば, 9はS"-,に所属している。ただしS"は〃次元単

位シンプレックスである。
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〃

==A=1, 9jZO(j=1,…,〃－1)。
●

g=二1

したがってqES"-'

(b)ワルラス法則が成立する。すなわち

0=ps(p)=",si(p)+",,-,s"-,(p)+""(p)="isi(q)+('"-'+
邦－2

0＝伽(p)＝ZAsi(p)＋力,,-,s"-,(p)＋力冗s"(p)＝Z9鋤(α)＋⑦"－1＋力誕）
f=r. -~-. -.- - jg＝1 、3==1

×(万会壬瓦‘耐-‘+夛芸葦瓦s耐）
泥－2 匁－2

=Z9isj(9)+(力施_,+"")(""-,+(1－α)s")=29isi(q)+9"-'s認－,(q)●
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したがって8(9(Q),c)之0となるような均衡価格q*(g)がこの経済に対しても存在す

る。またニューメレールの価格を含む9"-,はstrictlyにプラスとなるのが均衡が成立す

る条件なのであるが， これもここで満たされている。
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1胸＞0であるからP*も均衡価格となる。また9(a)が縮約経済の均衡価格であれば

Q(")も均衡価格となる。なぜなれば力">0であるから力"-,>0であり, (1－α)>0で

あるから

1
＝た＞0

（1－α)9"－，

となる。8(9(a))之oであれば8(9(a))=8("(a))之oとなり，やはり均衡が成立してい

る。

またP(c)を次のように定義する。全てのj<"－1に対して

B(a)=Qi(q)

B,-,(c)=了二万
島(α)＝1

，"－， ，"-】

1－‘…~"急篝鰄_』-筈|=ん‘ここでR,､c)=-L=--2鰯-ユ

'"=1
9が－1 力"-,＋力認

si(9(cz),Q)=si(Q(a),")=si(P(a))三0

）

しても存藍

均衡が敬寸

となる。なぜならばq(G)が均衡価格であると仮定したから, si(9(a),a)は均衡の定義に
9

よって非負となっている。この場合もワルラス法則が成立するからsi(P(G))>0であれ

Ijg,B(c)=0となっている。

>れる，

補助定理5

全ての0≦α≦1に対して縮約経済R(@z)に一意的均衡価格q(")が存在するならば，

q(tz)はαに関して連続である。

証明

点列αγ→α･' 0三αγ三1を考えて見よう。qr=q(αγ）とおき, 9γは均衡価格であるとし

よう。qESz-,でSIz-,はコンパクトな集合であるから有界である。 したがって無限点列

の部分列qγたは集積点9･に必ず収束する。仮定6によって超過供給関数si(q'.,αγ）は連

続関数である。したがってsi(qr,αγ）には集積点が存在して，

j〃〃s(9'.,αｱ)=s(q｡,go）
γ今。◎

となる。qγは均衡価格であるから，定義により全てのγに対して8(”,αγ)之oであり，

その集積点も8(q｡,@,)之oとなる。この補助定理で均衡価格の一意性を仮定したから，

7"-1=力圃

であ縦
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qr=q(αｱ）はやはり一意であり, 9･=9(α･）もやはり一意の均御面格となる。以上の議論

はα･＝1の場合にのみ成立する訳ではないので， α＜1の場合についてもqのαに関す

る連続性は成立する。この場合α＜1でなければならないのは
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Q=
（1－α)9"-』

であるので， （1－α)9"-,キOとするためである。先に述べたように（1－α)9"-1=p"である

のでα＝1であれば力"＝0となり，仮定7によって均衡は成立しない。α＜1とする事に

より

qγ→qoのときQr→Q･

となり, qの時ばかりではなく,Qの時でもQ(c)はαに関して連続となる。

0

さて， ここで定理1を証明する準備が全てととのった。次にこの最も重要な定理の証明

に取りかかる事としよう。
更}二全て刀i<"
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定理 1

仮定1～8が満たされるならば, si(p*)之Oが全てのjについて成立する均衡価格はS'

に所属する価格ベクトルのうち，唯一つのものに限られる。

証明

財の数に関する帰納法によって証明する。 (a)ここで問題にしているのは相対価格で

あるから財の数〃＝2の場合について，先づ考察する事とする。定理が真でないとすると

少なくとも均衡価格が2つある事になる。それをP*全〒P**とする。この場合Pは第2

財（第〃財）をニューメレールとした価格であるから大小の比較が出来る。P**>P*と

仮定しても何の差し支えがないであろう。しかし，仮定8によりJ(P)=s,,<J(乃は

〃－1次の行列である）がゲール性を持っているから，補助定理4によりs,,(9>0であ

り, s,(nは既に関してstrictlyな増加関数となっている。P**>P*であるから

0三s,(P*)<s,(P**)となる。s,(P**)>0．しかるにP**>P*之oとなるのでP**>0･

したがってR**s,(P**)>0となり， ワルラス法則が成立しない。したがってP**は均

衡価格ではない。これはP**が均衡価格であるとしたのと矛盾する。故に均衡価格はた

だ1つである。

(b)次に帰納法の仮定により（"－1)種類の財に対して定理が成立しているとしよう。
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ち〃－1種類の財について定理が成立しているが〃種類の財については成立しないと仮

定しよう。〃種類の財のある経済を〃経済と呼べば，背理法の仮定によって〃経済には

相異なる2つの均衡価格P*キP**が存在する。R(a*)とR(@z**)の2つの縮約経済を

考え,それぞれに対応する価格をQ("*),Q(a**)とするル､a*)=丁当蕨,R,-,(c*)
α＊

=~FZrであるから
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島-,(α*） α＊ 1－α＊

Q"_,(@*)=F蕨×－－丁=-=;=q*==空塗二上9*カー1
でありP*が〃経済の均衡価格であならばQ(o*)はR(g*)の均衡価格でなければ

ならない。同様にQ(g**)はR(c**)の均衡価格である。R(a)は背理法の仮定により一

意的な解を持っているから， α*キα*＊でなければならない。そうでないと， ある縮約経

済R(c)にQ(q*)とQ(g**)と2つの均衡解が存在する事になるからである。α*>a**

としよう。

(c)次に全てのj<"－1に対して

"g.I)¥)≦。 （2）
血

となるのを証明しておこう。補助定理5によりq(g)はαに関して連続であり， したがっ

てQ("),P(c)はまたαに関して連続である。また仮定5によって8も連続である。

ここで

ぬ鶚α))>，
とおけばαの近傍に所属するα'でα'＞αとなるものを考えれば, sj(P(α'))>0であり，

ワルラス法則が満たされる為にはR(α')=0とならねばならない。R(a)はαに関して

は連続であり，常に非負の値を取る。B(Q)之Oはαの増加によって島(α')=0となった

のであるから

勢)≦，
でなければならない。次に

鶚Ia1)三・
と仮定して見よう。αの近傍に所属しているα〃を考えα"＜αとしよう。si(P(α"))>0

でなければならず,P(α")=0でなければワルラス法則が成立しない。P(c)之Oであった
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でなければならない。したがって，いづれの場合にも全てのj<"－1に対して

‐空哩皿_且星L坐 （3）
血 血

が成立していなければならない。

次に丁が対角行列で耐＝＋1か或いは－1となっているものを考えよう。そして
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旦拶く0のときは恥旦拶>，
すなわち恥＝－1であるとしよう。また

等妄Z=0のときは鰯’伽響))≦,
となっているとしよう。

一等->0であれば山鶚‘))≦0となっており恥=+』であるから鰯’ぬ鶚．)）

≦,, また甥α)<0のときはいSg'J之0であり .Zi=一‘であるから

鰯,曲響))三0となる｡すなわち旦拶の符号の向き如何にかかわらず

”,曲等))<, （4）

が成立している｡a-,(')=-IZr,ggL=(, @1,>0(ただしα<1)であるから,
1 ．

上の符号の条件を適用すれ, TM-,,"-,=+1である。8(P(g))のうち最初の（"－1)個の

成分から成るベクトルを5(P(c))とすれば，連鎖律により
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となる｡ここで面(皇．))と等とが符号の向きが逆になっている点を注意しておニ
う。両辺に左からTを掛けてT=P1, したがってTT=TZz'=Iである事を考慮す

れば
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である。ここで

T虎Lgu="T1等=。
とおけば

皿=Zy(P("))TU （6）

となる。">oとなるのを思い出せば皿の最初から（"－2)番目までの成分は非正とな

る。 〃"＞0であるから， もし〃"-,≦0となれば, ">oに対して刀(P(a))乃三0とな

り，ノ(P("))がゲール性を持っていると仮定したのに反する。すなわちJ(P(a))がゲー

ル性を持っているから刀(P("))TD≦0が成立するのは、＝oの場合に限られるのであ

る。したがって〃"-,＞0でなければならない。同じ事になるのであるが，

伽"-藷(｡)>･鰯-,,"-，

ー

６

そして

Z,-,,"-,=+1であったから

伽繍-筈(｡))>， （7）

P*=P(g*)とP**=P(g**)との両方が均衡価格であるとすと，均衡の定義からs,,-,(P

(α**))之Oとなる。α**＜α＊と仮定したのであり(6)を考慮すればO三s"-,(P(a**))<

s"-] (P(g*))となる。ワルラス法則が成立する為にはP*が-1=0でなければならない。

jgh-'(g)=T三万であるからα率=0となりα零>Q稗乏0と矛盾する｡したがってP*と
P**との両方ともが均衡価格とはなり得ず，均衡価格は唯一つとなる。Pの各成分に'”

を掛ければpが得られるから,pES;,における均衡価格が一意的に決定される。

0

巡
叱

I
!〃
君！

〕るから

3. DD行列と競争均衡解の一意性
1)懲

以上の解の一意性の証明にあたって，重要な役割を演じて来たのはヤコビアンのゲール

性であった。しかし，ゲール性の経済学的意味は必ずしも明白ではない。そこで価格が変

化した場合，その超過供給に最も大きな影響を与えるのは，その財の価格そのものであり

それは他の財の変化の影響を合計したものよりも大きい場合が多い。この見地から一意性

の問題を見直してみよう。先づここで使われる行列の定義から始めよう。

や
』
ふ
れ

一
‐
も〆

考藤

定義 4

経済が力麺＞0となっているpにおいて正方行列J(p)が本来の意味での優対角行列と
0；
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一
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一
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言われるのは
泥－1

s"(P)>Zs"(p)
">j+j

が成立する場合である。

I
ー

(j=1,2,…,〃）

一二7

定義 5 (DD行列）

経済が，"＞0となっているpにおいて，拡張した意味における優対角行列(DD行列）

であるのは次の2つの条件が満足されている場合である。

(a)全てのjに対してs"(p)>0

(b)全てのj<〃に対して〃i(p)s"(p)>Z|sij(p)|〃j(p)となるベクトルん(p)>o
">j+j

が存在する。

(a)と(b)を満たす場合，経済はDD性を持つと言う。

pJ

一

字

＃

sj=(第j財の供給)一(第j財の需要）であるから(a)が成立するには第イ財の価格が

上昇した時，所得効果（初期保有量の中に第f財が含まれていれば貨幣所得水準に変化が

生じ，また利潤の配分についても変化が生じるかも知れないので， ヒツクスのように貨幣

所得裟与えられたものとは必ずしも考えられない）に比べて代替効果が大きい場合に生

じる。また第j財の供給が価格の上昇に対して必ず供給量を増加する事になるかも知れな

い。そう言った意味では(a)は大した問題はないように思われる（図1を参照)｡ (b)に

ついては第j財とは異なる単位で測定されたノ(キj)財の価格に対するj財の超過供給の

反応である。 (b)の両辺を〃j(p)で割れば

w)>h=+"|s,,(p)|
6sj

となる｡帯が=舟叢-糸一
〃j

と表現できるから，恥の変化を適当な単位で調整し，また，その結果を他の全ての財の

価格変化によって起る超過供給の変化s〃(ノキj)を(b)の不等式が成立するように共通

項によって調整した事になる。したがってsヵは一種の弾力性によって測定した事になる

のである。また， ここで〃財を除外して，不等式を考えている。まづ， どの財を第〃財

とするかについてはpeShであるから，必ず力s>0となる正の成分が存在する。これを
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ニユーメレールとして第〃財に選ぶ。 さて8(p)はゼロ次同次関数であるから，オイラ

ーの定理を使って展開すれば

寧力js,j(p)=0
J

仮定によって， 〃＃>0(2=1,…,〃）であるから

，‘=号, ‘診="伽‘
とする。，ノー"約であるから

弓"jSヵ(p)9j=0
J ．

sγγ以外の項を右辺に移せば

〃γsγγ(p)9r=-Z"jsγ(p)9j
j＋γ

任意の数力と〃の絶対値について|力±jjl≦|ズ|+|"|が成立するのを利用すれば

｜"γsｱｧ(p)q,|=|Zﾙs,j(p)9jl≦9γ画"jls,j(p)|
j幸ァ jキァ

ただし定義により9γ三9j, "j>0となる。DDであればs">0,"(p)>oであって，全

てのjに対して

"i(")s"(")>Z] Is"(p)|"j(p)
”＞ノキァ

またq之Oであり, "f>0であり力fの中には少なくとも1つは'f>0であるから, 9">0

でなければならない。したがって

",s"(p)=Z1s"(p)|"j(p)
ノキァ

となりDDば成立しない。第〃財をも含めば，明らかにDDは成立しないのである。した

がってDDとなるためには第〃財を除外しなければならないのである。
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定理2

Eが均衡価格の集合であるとすれば，全てのpEEに対して，経済がDD性を持ってい

る場合，仮定7を満たすならば経済の均衡は一意的に決定する。

証明

'*EEであり,P=(1"")'である場合に，ノ千(P*)がんj(P*)s"(P*)を要素とする
p

ヤコピアンであるとしよう。ノ千(P*)がゲール性を満たすのを証明出来れば定理1の仮定

を全て満足するので,J+(P*)がゲール性を持つのを証明すれば完結する。背理法によっ

て証明するため択(P*)がゲール性を満たさないと仮定しよう。そうすると刀(P*)TU

≦＠がU>0のようなベクトルUに対して成立する。
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”,=-厨麦声丁>，
とおけば

Ty(P*)TU=T7+(P*)Tz"≦0

が成立する。

”γ＝7"α苑z"j

とおけば刀斗(P*)Tm三0をγ行について展開すれば

ォ2"ｶｧ(P*)s,"(P*)z"r三一Zルァルj(P*)s7j(P*)オヵZ"j
">jキァ

（8）≦",ヱルj(P*)僧ｧﾉ(P*)|
">jキァ

となる。ここでγ勺の場合s,j(P*)<0となるので－sヵ(P*)=Isヵ(P*)Iが成立する。

DDであるためには

"r(P*)s"(P*)>Z|s,j(P*)|"j(P*)
">j+r

が成立していなければならない。”『＞0であるから(8)はDDと矛盾する。したがって

J+(P*)はゲール性を持ちJ(p)についても同じ主張が成立する。したがって，この経済

は一意的な均衡解を持つ。

ロ

系

全てのpeS;@に対して経済がDD性を持ち仮定6が満たされているならば，均衡は一意

的である。
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定理2ではpが均衡価格集合に所属する事が前もって仮定されていた。ここではpは

自由に変化させておき, DD性と仮定6を満たすだけの均衡をえ考て見る。そうすると，

その均衡解は一意となっているのを， この系は主張している。

証明

定理1の証明のプロセスから明らかなように, DD性をもてばJ(p)はゲール性を持

つ。そうすると仮定により8(p)は連続であり，また仮定6を満たしている。したがって

定理1の仮定を全て満たす事になり，均衡解は一意的である。
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あとがき

現在，熊谷尚夫，清水義夫，三崎一明の三先生を中心として読書会を週に一度持ってい

る。ここでは，われわれの研究での共通の知的資産となるべき書物を順次取り上げ，出来

るだけ綿密に読んで来た。最近では〔’〕を中心として会が進められているので，最も新

らしく取り上げた均衡解の一意性についての部分のうち，中心となると思われる箇所をま

とめて見た。筆者がまとめ役としては最も不適当であると考えられるが，三先生の日頃の

御指導と御鞭捷へのお礼の意味をこめて，雑役をかって出たものである。ここでの解釈が

三先生のお教えに忠実であるかどうかは定かではない。筆者は，最初，一意性の問題を

「うめ込み定理」 「はめ込み定理」の立場から再構成する事を考えたが，原著に出来るだ

け忠実にfollowしてゆくのも意味ある事と考えて放棄した。

このノートを書き上げる間にあって，私がハーバード大学で親しくお教えを受けた二人

の先生のお言葉が耳から離れなかった。一人はロバートdドーフマンであって，ある日た

またま〔1〕の書物に話しが及んだ時， 「神保君。あの本は一見やさしそうに見えるが仲

々難解な書物だよ」と言われた。なる程，読み進んで行くうちに，全体の見通しがつかめ

なくて枝葉末節ばかり追った事もあった。もう一人は， この本の著者の一人であるケネス

・アローである。 「どうも僕の書物の評判が悪くて，学生達は皆マランボーのLectures

onMicroecomicTheoryは読むんだが僕のは仲々読んでくれない」あんなにやさしく書

いたのに， どうして読もうとしないんだろうかと言わんばかりの様子であった｡一つ一つ

丹念に読んで行けば大した予備知識も必要でないように書かれているから，アローのこの

言も決して的外れではない。筆者はこの一見矛盾する両者の意見のどちらにも賛成であり

これ，および後に続くノートが2つの異なる見解の橋渡しになれば幸いである。

また，熊谷先生はお忙しい時間を割いて終始御指導を戴いた。ここに深く感謝の意を表

したい。

喋
懸
；
雷
．
密
塩
．
●
篭
蟹
協
跡
恐
紀
器
墓
鳴
篭
艶
簾
爵
隆
階
獄
副
．
苧
・
″

伯）

(P*)|が成立する。

汁る･したがって ｛
●

二がって,この経済 ！
、‐‘Ｌｏ・吐出‐咄抑ｊ覗鞠、〃Ｐ●。。’

七
Ｊ
・
隈
６
％
峠
〕
ぱ
１
㎡
Ｌ
朝
災

ロ

ら感均衡は一意蔭：
＄蕊’

辨
溌
：イ「｡. ．

瀞"
AJム ,

減’
”

。ここではpは篭
､ ij
測鳴，

3．そうすると， I’1’
》‘f．

| , ‘

REFERENCES
はゲール性を持

る。したがって [1]Arrow,KennethJ.,andF.H.Hahn(1971)

Ge"""/Col"""伽A"α“jS,SanFrancisco:Holden-Day.

福岡正夫・川又邦雄訳『一般均衡分析』東京：岩漉彗店， 1976．

[2]Gale,D.,andH.Nikaido(1965)

"TheJacobianMatrixandtheGlobalUnivalenceofMappings,''

ハ〃ｵ"g"@α雄c彫A""α彫", 159, PP.81-93.

由

ロ

『

85

.'･ 1､習06,. .

繕郡

騨識



一
麺
纈
噸
軽
蔀
煙
緬
蝉
螺
蕊
劇
牢
離

一
ザ
？
口

關西大學『經濟論集』第32巻第3号296

一
甦
許
』

＆
Ｐ
ｏ
０
Ｐ
Ｃ[3]McKenzie,Lionel(1960)

@@MatriceswithDominantDiagonalsandEconomicTheory,''

KennethJ.AITow,SamuelKarlin,andPatrickSuppes(eds.)Mgｵ〃"2α＃j"J

M"幼い〃オルgSbc"ノS℃jMces, Z959,Stanford: StanfordUniversityPr.，

PP.47-62.

[4]Woods.J.E. (1978)

一

・

寺

一

一

一

MｵﾙeWα抗α/&o"o"舳－rbp加伽M"鰯-secr"a/E℃O"OWCs,London:Long-
rnan＝

i

０
″
Ｑ
０
９
ｊ
勺
箭
呂
鼬
間
圷
嘩
硬
守
宅
狗
誼
，

Ｇ
ｐ
Ｐ
ｈ
Ｄ

－
６
■
９
↓
・
お
ダ
ミ
ー

一
も
一
．
一
一
一

・
・
一
守
一
雨
一
群
《
》
詫
雲
輔
弛
一
・
今
《
抄
捜
《
帥
や
。
痔
ぶ
，
○
個
脈

》
づ
ゆ
■
ザ早
』
●
け
申
守
●
、
●
●
マ
①
●
巾
口
毎
■
一
・
便

も
句
■
毎
令
■

の
“
Ｇ
●
》
や
●

一
、
津
Ｏ
Ｇ
中

も
①

一
一
一
申
や
一
．
叫
琿
毎
．
社
一
一
●

●
マ
ー
凸
一
●
合
一
＄
》
●
●
一
●
一

◆

↑
．
命
●
一
一
一

一
・
一
－
９
中
旬
⑳
●
季
で
一
。
一
勺
。
一

一
◇
。
画

一Ⅱ戸Ｆｂ｝一一●』旬。●Ｑ命』一台

◇

争

雪

。

◆

↑

一

Ｇ

Ｂ

、
一
一
一
一
」
◆
一
命
今
毎
の
一
一
〃
甸
一
０
６
寺

Ｂ
弔

〆
一
己
①

哩
渕
〃
ざ
冴
彊
一
．
勘
碑
諺
就
勉
上
郡
近
塀
露
弱
旬
季
』
鐘
郷
概
将
爆
趨
趣
劃
麺
揮
や
・
・
罰
．
。
翠
年
や
盈
唾
何
個
や
、
必
・
‐
伽
狸
鱈
唾
貿
轡
、
垂
唾
璽
画
唖
電
題
画
室
“
諏
騨
雪
電
極
麺
廻
画
麺
や
鍔
ゞ

‘農

’
９
・
■
日
心
。
．
》
・
守
，
。
０
。
▽
“
Ｑ
ｄ

顎
》
Ｌ
凸
●
。
。
一
■
一

一
恥
●
寺
ｅ

一

．

舎

紳

日

。

一

●
●
一
》

日
一
々
Ｄ
Ｐ
韮
。
草

一
一
Ｑ
令
』
《
叩
■

一
一
志
幸
０
ヶ
Ｆ
ロ
◆
ロ

ロ
一
一
◆
も
●一と
号

●

●■。▼◆》↑■

◆
■
●
叩
が
夕

一
寸
４
・
一
安
い
や
Ｉ
Ｃ

４
も
“

ｉ
旬

86


